
こ
ん
に
ち
は
、会
長
で
す
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＜研修会＞
◇開催時間　午後１時～午後２時
◇講　　師　衆議院議員　平沢　勝栄　先生

（自由民主党・東京�区選出）
◇テ ー マ　最近の政局について―平成�年度税制改正議論
　　　　　　を含む―
東京税理士会「研修細則」に定める「税理士会員が受講する
研修」に該当します。研修履修カードをご持参下さい。

＜第�回定期大会＞
◇開催時間　午後２時�分～午後５時
◇議　　案　第１号議案　平成�年度運動経過並びに組織活

動報告承認の件
　　　　　　第２号議案　平成�年度収支決算報告承認の件
　　　　　　第３号議案　東京税理士政治連盟規約の全部改

正承認の件
　　　　　　第４号議案　平成�年度運動方針決定の件
　　　　　　第５号議案　平成�年度組織活動方針決定の件
　　　　　　第６号議案　平成�年度収支予算決定の件
　　　　　　第７号議案　大会決議承認の件
　　　　　　　　　　
＜懇親会＞
◇開催時間　午後５時�分～午後７時
◇会　　場　南館４階「扇の間」
◇会　　費　３，０００円
◇来　　賓　衆参国会議員、東京都議会議員　等
　
代議員に選出されている方以外も、是非ご出席下さい。

　
平
成
�
年
の
事
業
年
度
が
始
ま
っ
た
。
本
連
盟
は
、
８
月
�
日
開
催
の
総
務
会
で
承
認
さ
れ
た

７
議
案
を
も
っ
て
、
９
月
�
日
に
は
第
�
回
目
の
定
期
大
会
を
迎
え
る
。

　
８
月
上
旬
に
は
、
各
省
庁
の
来
年
度
概
算
要
求
に
対
応
す
る
た
め
、
「
税
理
士
に
よ
る
国
会
議

員
等
後
援
会
」
の
協
力
の
も
と
、
陳
情
を
行
っ
た
。
（
関
連
記
事
２
面
参
照
）
。
混
乱
を
招
く
こ

と
が
必
定
で
あ
る
消
費
税
の
軽
減
税
率
の
導
入
や
、
法
人
税
の
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
に
伴
う
代

替
財
源
、
な
か
ん
ず
く
課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大
に
つ
い
て
の
動
向
に
は
注
視
す
る
と
と
も
に
、
迅
速

な
対
応
を
行
い
た
い
。

　
今
年
も
来
年
度
の
税
制
改

正
の
季
節
が
巡
っ
て
き
ま
し

た
。

　
別
掲
の
と
お
り
、
本
連
盟

は
、
後
援
会
の
応

援
を
受
け
て
、
８

月
は
じ
め
に
東
京

選
出
の
衆
・
参
国
会
議
員
に

陳
情
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
何
故
こ
の
時
期
に
陳
情

？
」
と
思
わ
れ
る
会
員
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　
各
省
庁
は
、
８
月
末
に
来

年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
提

出
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
税

制
改
正
の
要
望
も
提
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
補
助

金
が
ダ
メ
な
ら
税
制
で
」
と

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
。
税
制
、
な
か
ん
ず
く
租

税
特
別
措
置
は
「
第
二
の
補

助
金
」
と
も
い
わ
れ
る
所
以

で
し
ょ
う
。

　
こ
の
概
算
要
求
も
税
制
改

正
要
望
も
自
民
党
の
各
部
会

が
了
承
し
た
う
え
で
提
出
さ

れ
ま
す
。

　
党
税
調
に
お
け
る
個
別
項

目
の
審
議
は
部
会
の
要
望
が

優
先
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
部
会
の
要
望
項
目
で
な
い

項
目
を
議
論
の
場
に
引
き
上

げ
る
に
は
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
要
し
ま
す
。
そ
の
部
会

要
望
の
第
一
弾
が
８
月
末
な

の
で
す
。

　
日
本
税
理
士
会
連
合
会
の

税
制
改
正
建
議
は
、
平
成
�

年
度
分
ま
で
は
９
月
の
理
事

会
で
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
遅
い
と
い
う
こ
と

で
、
今
は
６
月
の
理
事
会
で

決
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
国
�

税
理
士
会
は
、
大
綱
の
審
議

を
睨
み
な
が
ら
年
末
年
始
の

休
暇
、
確
定
申
告
の
期
間
中

と
い
う
極
め
て
過
酷
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
３
月
末
ま

で
に
意
見
書
を

作
成
し
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
は
、
意
見
書
の
作

成
に
当
た
ら
れ
た
東
京
税
理

士
会
の
関
係
者
の
熱
意
と
努

力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
に
応
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
年
末
に
向
け

て
更
に
運
動
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

松
島
み
ど
り
議
員

に
陳
情
す
る
内
藤

会
長
（
右
か
ら
２

人
目
）
ら
＝
於
・

衆
院
第
一
議
員
会

館

２面　論説　マイナンバー制度
　　　番号情報管理の徹底を
２面　陳情のひとこま
３面　当面の問題シリーズ�
４～６面　第�回定期大会議案

　
本
連
盟
は
６
月
�
日
平
成
�

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望

を
決
定
後
、
平
成
�
年
度
の
税

制
改
正
に
向
け
て
活
動
を
開
始

し
た
。

　
国
対
委
員
会
（遠
藤
委
員
長
）

と
後
援
会
対
策
委
員
会
（
秋
元

委
員
長
）
は
、
関
係
税
政
連
及

び
税
理
士
に
よ
る
国
会
議
員
等

後
援
会
に
対
し
、
関
係
国
会
議

員
へ
の
陳
情
活
動
を
実
施
す
る

よ
う
要
請
し
た
。

　
７
月
�
日
の
白
眞
勲
議
員

（参
・
全
国
比
例
）
へ
の
面
談
を

皮
切
り
に
、
８
月
５
日
、
６
日

の
両
日
は
議
員
会
館
を
中
心
に

一
斉
陳
情
を
展
開
し
た
。

　
来
年
度
の
改
正
に
お
い
て

は
、
重
点
要
望

項
目
と
し
て
①

消
費
税
の
単
一

税
率
を
維
持
す

る
こ
と
②
法
人

税
の
実
効
税
率

の
引
き
下
げ
に

伴
う
、
課
税
ベ

ー
ス
の
拡
大
等

に
つ
い
て
は
、

中
小
法
人
の
課

税
の
あ
り
方
を

考
慮
の
上
、
慎

重
に
行
う
こ
と
の
２
点
を
挙

げ
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
陳
情
活

動
を
展
開
す
る
。

　
直
接
、
面
会
が
で
き
た
議
員

は
以
下
の
と
お
り
。
８
月
�
日

現
在
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
７
月
�
日
】
白
眞
勲
（
民
主

・
参
・
全
国
比
例
区
）

【
７
月
�
日
】海
江
田
万
里
（民

主
・
東
京
１
区
比
）
▽
太
田
昭

宏
（
公
明
・
東
京
�
区
）
▽
長

島
昭
久
（
民
主
・
東
京
�
区
）

【
８
月
５
日
】
山
田
美
樹
（
自

民
・
東
京
１
区
）
▽
越
智
隆
雄

（
自
民
・
東
京
６
区
）
▽
菅
原

一
秀
（
自
民
・
東
京
９
区
）
▽

松
島
み
ど
り
（
自
民
・
東
京
�

区
）
▽
平
沢
勝
栄
（
自
民
・
東

京
�
区
）
▽
菅
直
人
（
民
主
・

東
京
�
区
比
）
▽
山
口
那
津
男

（
公
明
・
参
・
東
京
都
）
▽
佐

藤
ゆ
か
り
（
自
民
・
参
・
全
国

比
例
区
）
▽
片
山
さ
つ
き
（
自

民
・
参
・
全
国
比
例
区
）

【
８
月
６
日
】
辻
清
人
（
自
民

・
東
京
２
区
）
▽
松
原
仁
（
民

主
・
東
京
３
区
比
）
▽
平
将
明

（
自
民
・
東
京
４
区
）
▽
小
池

百
合
子
（
自
民
・
東
京
�
区
）

▽
青
木
愛
（
生
活
・
東
京
�
区

比
）

【
８
月
８
日
】
中
川
雅
治
（
自

民
・
参
・
東
京
都
）

提
出
議
案
を
承
認

総
務
会
と
単
位
税
政
連
会

長
幹
事
長
会
議
同
時
開
催

　
本
連
盟
は
８
月
�
日
、
東
京

税
理
士
会
館
に
お
い
て
総
務
会

を
開
催
し
、
９
月
�
日
開
催
の

第
�
回
定
期
大
会
に
提
案
す
る

７
議
案
の
審
議
を
行
っ
た
。

　
当
日
は
、
昨
年
ま
で
総
務
会

終
了
後
に
開
催
し
て
い
た
単
位

税
政
連
会
長
・
幹
事
長
会
議
と

同
時
に
開
催
し
、
各
議
案
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
、
次
い
で
総

務
会
構
成
員
に
よ
る
審
議
と
い

う
進
行
で
行
っ
た
。

　
こ
の
進
行
方
法
も
あ
っ
て
か

①
税
理
士
に
よ
る
国
会
議
員
等

後
援
会
の
あ
り
方
②
会
員
数
と

会
費
の
納
入
の
関
係
③
事
業
に

「
納
税
者
の
代
理
人
と
し
て
の

税
理
士
制
度
の
確
立
」
と
謳
っ

た
意
義
等
、
本
連
盟
の
組
織
、

活
動
及
び
運
営
の
根
幹
に
関
わ

る
質
疑
応
答
が
例
年
に
も
ま
し

て
活
発
に
行
わ
れ
た
。

　
７
つ
の
議
案
は
、
す
べ
て
承

認
を
さ
れ
た
。審
議
を
通
じ
て
、

税
政
連
の
「
税
理
士
の
社
会
的

使
命
に
鑑
み
、
国
民
の
た
め
の

税
理
士
制
度
及
び
租
税
制
度
を

確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
政
治

活
動
を
行
う
」
と
い
う
目
的
は

普
遍
で
あ
り
、
税
理
士
会
員
、

納
税
者
の
目
に
見
え
る
活
動
、

成
果
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
８
月
初
旬
に
税
制
改
正
に
関

す
る
陳
情
を
行
っ
た
。
本
連
盟

の
重
要
要
望
項
目
に
つ
い
て
ご

理
解
頂
い
た
議
員
も
多
く
、
引

き
続
き
陳
情
活
動
を
行
う
こ
と

の
重
要
性
を
感
じ
る
。
税
理
士

会
は
消
費
税
の
単
一
税
率
を
維

持
し
た
上
で
の
低
所
得
者
へ
の

対
策
を
図
る
べ
き
と
の
立
場
だ

が
、
軽
減
税
率
導
入
を
公
約
し

当
選
し
た
議
員
に
対
し
て
よ
り

一
層
の
活
動
が
必
要
だ
▼
重
要

要
望
項
目
で
中
小
法
人
へ
の
課

税
の
あ
り
方
も
訴
え
た
が
、
あ

る
議
員
は
「
中
小
法
人
は
労
働

者
を
雇
用
し
、
社
会
保
険
も
負

担
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
皺
寄

せ
が
中
小
法
人
へ
く
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
」
と
の
趣
旨
を

主
張
さ
れ
た
こ
と
が
心
に
残

る
。
中
小
法
人
の
代
弁
者
で
も

あ
る
税
理
士
が
さ
ら
な
る
要
望

を
展
開
す
べ
き
で
あ
ろ
う
▼
ベ

ン
チ
ャ
ー
起
業
の
支
援
策
と
し

て
６
５
０
万
円
の
生
活
費
を
２

年
間
支
給
す
る
と
い
う
も
の
が

話
題
に
な
っ
た
。
資
金
面
で
の

支
援
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
延
長
で

し
か
な
い
。
さ
ら
に
革
新
的
な

技
術
で
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

も
の
は
中
々
受
け
入
れ
ず
、
そ

の
う
ち
消
え
去
っ
て
い
く
と
い

っ
た
社
会
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
。
技
術
立

国
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
利
権

絡
み
や
政
争
と
い
っ
た
低
次
元

で
の
話
で
画
期
的
な
技
術
を
握

り
潰
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
デ
フ
ォ
ル

ト
危
機
が
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で

巻
き
起
こ
っ
て
い
る
中
で
生
き

残
る
た
め
の
大
切
な
ア
イ
テ
ム

な
の
だ
か
ら
。

東 京 税 政 連（１） 第１９６号２０１４年（平成２６年）９月１日（月曜日） 　　


